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 【学校給食の献立作成のポイント】 
    

給食が安全で衛生的に、おいしく楽しく食べられるように、衛生基準 

 を遵守した上で、子供たちの食経験を豊かにするべく、様々な形態の献 

立作成をしています。 

 

① 文部科学省の「学校給食摂取基準」、「食品構成表」を基準とし、栄養バランスのとれた

献立を作成しています。 

② 様々な食品を摂取できる献立を考えています。 

③ 郷土食、行事食、世界の料理などを取り入れ、食文化の伝承に努めています。 

④ 安全で衛生的な給食を提供するため、施設、設備、人手など作業能率を考えています。 

⑤ 旬の食材を取り入れ、季節を感じられる献立にしています。 

⑥ 既製品は避け、手作り料理を重視しています。 

⑦ 給食費の範囲内で、満足感のある食事にするよう工夫しています。 

⑧ 子供に期待感をもたせる内容にしています。 

 新学期が始まってほぼ 1 か月、新しい学年やクラスでの生活にも

慣れ、ホッとする半面、疲れも出てきやすい頃です。グラウンドで

の活動も多くなっていますので、お子さんが心も体も元気に毎日の

学習や運動に取り組むことができるよう、「夜は早めに寝て、朝早く

起きて、朝ごはんをしっかり食べる」といった、「規則正しい生活を

ぜひ、心がけていただきたいと思います。 

 給食は、ただ単にお昼ごはんを食べるための時間ではありません。その 

日の献立や食材について、どんな食べ物なのかを、実際に「自分の目と口 

（舌）で、味わいながら学ぶ時間」です。学校では、栄養士が作成した献立をもとに、何が

入っているかな？どんな味がするかな？と声をかけています。こどもたちの「味覚の幅」を

広げるためにも「新しい味との出会い」はとても大切なものだと考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

給食では、５月１日に端

午の節句給食として、ちま

きの代わりに「中華ちまき

風炊き込みごはん」、かし

わもちの代わりに「よもぎ

団子」を作り、南池袋小学

校のみんなの健康を願いま

す。 

また、５月１９日は、か

つおを使った「かつおと野

菜のコロコロ揚げ」をだし

ます。 

楽しみにしていてくださ

い。 

 

5月 5日は「端午の節句」です。こいのぼりを立てたり、兜（かぶと） 

や鎧（よろい）を飾ったりします。また、行事食のちまきやかしわもちを 

食べてお祝いします。これらの飾り物や食べ物には、子供たちの健康や未 

来への願いが込められています。 

給食では行事食のほか、旬の食材をたくさん使った献立を味わいます。楽しみにしてい

てください。 

給食では、かんきつ類

（清見オレンジやネーブ

ルなど）が、よく登場し

ます。皮をむいて食べる

果物です。上手にむいて

食べましょう。 

参考文献：健学社食育フォーラム 


